
１
６
日
、
未
曾
有
の
大
震
災
に

対
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。

・
・
・
こ
れ
か
ら
も
皆
が
相
携
え
、

い
た
わ
り
合
っ
て
、
こ
の
不
幸
な

時
期
を
乗
り
越
え
る
こ
と
を
衷
心

よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
こ
れ
か
ら
の
苦
難
の

日
々
を
、
私
た
ち
皆
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
少
し
で
も
多
く
分
か
ち

合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
被
災
し
た
人
々

が
決
し
て
希
望
を
捨
て
る
こ
と
な

く
、
身
体
（
か
ら
だ
）
を
大
切
に

明
日
か
ら
の
日
々
を
生
き
抜
い
て

く
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
国
民
一
人

び
と
り
が
、
被
災
し
た
各
地
域
の

上
に
こ
れ
か
ら
も
長
く
心
を
寄
せ
、

被
災
者
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
復
興
の
道
の
り
を
見
守
り
続

け
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

い
ま
す
。

・
・
・
相
携
え
、
い
た
わ
り
合
っ

て
・
・
・
少
し
で
も
多
く
分
か
ち

合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
・
・
・

希
望
を
捨
て
る
こ
と
な
く
身
体
を

大
切
に
明
日
か
ら
の
日
々
を
生
き

抜
い
て
く
れ
る
よ
う
・
・
・
・
。

私
は
Ｔ
Ｖ
を
見
て
い
て
、
心
が

震
え
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

雲
の
上
の
人
で
は
な
い
。
同
じ
目

線
で
本
当
に
人
々
の
幸
せ
を
願
っ

て
お
い
で
る
と
感
じ
ま
す
。

日
本
は
大
丈
夫
で

す
。
私
た
ち
は
日
本

の
た
め
に
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
言
葉
は
、

人
と
し
て
の
「
意
思
の
疎
通
」
。

辞
書
に
は
、
人
間
が
互
い
に
意
思

や
感
情
、
思
考
を
伝
達
し
合
う
と

あ
る
。

人
間
は
、
先
ず
言
葉
で
意
思
の

疎
通
を
図
る
。
話
し
手
が
聞
き
手

の
表
情
や
し
ぐ
さ
、
返
答
の
反
応

に
対
し
て
会
話
を
進
め
、
予
想
や

予
期
に
基
づ
き
柔
軟
に
対
応
し
て

い
る
。

当
然
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
社
会
的
、
文
化
的
な
脈
絡
で
進

行
す
る
。
言
語
は
相
互
に
了
解

可
能
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
成

立
に
は
様
々
な
信
号
が
行
き
交

う
。
視
覚
的
、
聴
覚
的
、
嗅
覚

的
、
触
覚
的
、
味
覚
的
な
五

感
。
こ
れ
ら
の
情
報
交
換
が

行
わ
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
は

部
分
的
で
な
く
、
統
合
さ
れ

た
時
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
は
格
段
に
進
化
し
強
化
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
数
々
の
信
号

の
重
複
伝
達
が
重
要
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
信
号

を
伝
達
し
会
う
と
言
う
よ
り
、
受

け
手
の
行
動
を
変
え
る
こ
と
に
意

味
が
あ
り
目
的
で
す
。
そ
も
そ
も

言
い
放
し
の
自
己
満
足
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
は
な
い
筈

で
す
。

他
者
に
「
心
」
を
帰
属
さ
せ
、

行
動
を
予
測
す
る
能
力
。
こ
れ
は

他
の
生
物
に
も
見
ら
れ
ま
す
が
、

あ
る
意
味
、
思
い
こ
み
を
利
用
す

る
詐
欺
師
の
世
界
に
通
じ
ま
す
が
、

「
嘘
」
の
信
号
を
出
す
個
体
は
、

動
物
の
世
界
で
も
、
時
間
に
よ
っ

て
自
然
淘
汰
さ
れ
消
滅
し
ま
す
。

「
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
」
に
み
る

嘘
を
つ
か
な
い
正
直
な
信
号
を
出

す
個
体
が
結
果
と
し
て
、
自
然
の

選
択
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
い
く
も

の
で
す
。

正
直
で
優
良
な
信
号
を
出
す
た

め
壮
大
な
コ
ス
ト
（
想
い
）
を
重

ね
る
。

概
ね
献
身
的
な
人
間
や
芸
術
家
？

つ
ま
り
優
れ
た
個
体
（
適
者
）
が

多
く
の
想
い
を
支
払
う
も
の
で
す
。

人
間
の
発
す
る
「
言
葉
」
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。
心
を
込
め

て
見
つ
め
、
お
話
し
ま
し
ょ
う
。
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政
府
の
東
日
本
大
地
震
の
情

報
提
供
（
原
発
）
は
、
六
十
数

年
前
、
軍
発
表
で
国
民
を
奈
落

の
底
に
道
連
れ
に
し
た

歴
史
を
彷
彿
さ
せ
る
。

１
６
日
、
米
大
使
館
は

８
０
キ
ロ
以
内
を
退
避
命
令
。

先
ず
庶
民
は
情
報
を
検
証
す

る
す
べ
が
な
い
。
命
と
暮
ら
し

を
守
ら
な
い
御
用
学
者
や
お
上

を
単
純
に
信
ず
る
べ
き
か
。

不
信
任
の
菅
政
権
の
発
表
で
、

す
べ
て
国
民
、
個
人
の
責
任
に

お
い
て
終
結
す
る
。
従
っ
て
と
っ

さ
の
動
物
的
判
断
が
生
死
を
分

け
る
の
で
す
。
今
回
議
性
に
な

ら
れ
た
、
数
十
万
人
の
被
災
者

の
方
々
に
、
心
か
ら
の
ご
冥
福

と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
政
府
や
人
任
せ
に

せ
ず
、
命
は
自
分
で
守
る

の
が
正
し
い
と
考
え
る
。
津
波

も
原
発
も
、
い
ち
早
く
逃
げ
る

の
み
。
日
本
は
石
棺
に
な
る
？


